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品質・安全に貢献する製造ソリューションF E A T U R E D  A R T I C L E S

製造業の新しい価値を創出する
総合トレーサビリティ技術

池澤 克就｜ Ikezawa Katsunari

坂村 華怜｜Sakamura Karen

大石 聡｜Ohishi Satoshi

勝部 直行｜Katsube Naoyuki

モノづくり企業が継続して顧客に安全・安心を届けるためには，製品の品質を保証するとともに，
製品を通じて顧客との信頼関係を築くことが大切である。本稿では，それらの信頼を確立するに
あたって，「モノ」だけではなく「コト」や「ヒト」に関する情報を製品と関連づけ，顧客に新たな
価値を提供する総合トレーサビリティ技術構想について述べるとともに，適用場面として自動車業
界におけるトレーサビリティ活用イメージを紹介する。さらに，製品の開発・試作から製造・保守
や修理などを含めた製品のライフサイクル全体のトレースを実現する将来構想についても述べる。

1. はじめに

近年のモノづくりでは，製造拠点や調達ルートは世界
中に広がり，製品はグローバルな市場へと供給される。
また，製造過程や検査の記録を確実に保持し，必要に応
じて開示できることがモノづくりの前提となり，顧客か
らの要求事項にもなりつつある。一方，自動車に代表さ
れるように，製品の電子化が進行するとハードウェアだ
けではなくソフトウェアを含めたバリエーションが多様
化し，仕様の複雑化が進む。このような製品に不良が発
生した場合，その原因を特定するための情報収集や解析
には多くの工数が必要である。こうした背景から，構成
部品の素性や製造プロセスに関わるさまざまな情報を製
品に関連づけて管理するトレーサビリティ技術が必要と
されている。

さらに，これからの経済活動ではさまざまな場面で新
型コロナウイルスの感染防止対策が行われると想定され
るが，その一環としてモノづくりや物流・販売プロセス
においてもモノとヒトの接触記録が必要とされる場面は
増えていくものと考えられる。
本稿では，それらの記録によって成り立つ信頼を確立
するにあたって，モノだけではなくコトやヒトに関する
情報を製品と関連づけ，顧客に新たな価値を提供する総
合トレーサビリティ技術構想について述べる（図1参照）。

2.  トレーサビリティでつなぐ
三つの「際」

トレーサビリティを実現するにあたって，業務におけ
る三つの「際（きわ）」とそれらをつなぐための考え方が
ポイントとなる。三つの際の位置づけを図2の上部に示
し，本章では際の課題と対策について述べる。
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（1）言葉の「際」
トレーサビリティ情報管理にあたっては，設計，調達，
製造，品質保証，販売など，さまざまな部門で管理され
ている情報を集約する必要がある。これらの部門で使わ
れている部品番号，品目名称や工程名称が，部門内での
み通用する略称や部門独自の専門用語で表現されている

場合も少なくない。このように，言葉の整合が取れてい
ないと情報を集約してもスムーズな連携は困難である。
モノを特定するための識別コードや名寄せ，用語辞書の
整備など，部門間の意思疎通が阻害されないよう言葉の
定義を意識して検討を進める必要がある。

・品質保証によるさらなるブランド価値の向上
・新規サービスビジネスの創出と提供

・製品に対する信頼感・安心感
・利用スタイルに合わせた自分好みのカスタマイズ

製品にひも付く
トレーサビリティ情報

企画

設計

試作

生産部品
調達

生産
計画 輸送 販売

利用

保守・メンテナンス

アフターサービスサプライチェーン

開発チェーン エンドユーザーの声

エンドユーザーにひも付く
行動情報

製造業にとっての価値 エンドユーザーにとっての価値

品質作り込み

PDM/PLM 設計・設計変更 定期メンテナンス

顧客プロフィール

品質保証製品検査

製造実績4M1E

部品製造ロット 利用形態

ソフトウェアアップデート

部品交換

カスタマイズ

図1｜ 製品のライフサイクル全体を対象と
した総合トレーサビリティイメージ

製造プロセスだけではなく，市場に提供された製品
の使われ方や保守，アップデート履歴をひも付け，品
質作り込みへフィードバック   することで，製造業および
エンドユーザーの双方に価値を提供する。

注：略語説明
4M1E（Human，Machine，Material，Method，Environment），
PDM（Product Data Management），PLM（Product Lifecycle Management）

サプライヤ

・どのような素材・部品からできているのか。
・素材・部品の品質レベルはどうだったか。
・どのサプライヤがいつ製造したのか。

・どのような手順で生産・検査したのか。
・どの設備をどのような環境で利用したのか。
・ソフトウェアが最新の状態か。

・どのようなスキルを持った人が作ったのか。
・移動や操作の作業動線は正常か。
・作業をノウハウとして伝承できるか。

製造メーカー 販社

モノをつないでいくと，部品が
何（半製品）に変わるかが分かる。

コトとしてつなぐと，部品がどうやって
半製品に変わったのかが分かる。

ヒトも併せてつなぐと，部品を半製品に
誰が（ヒト）どうやって（コト）変えたのかが分かる。

財務部門，営業部門製造部門調達部門

システム

コミュニケーション 設計部門

モノ モノ モノ

コト
コト

ヒト ヒト

製造業の三つの際

システム間
連携

際をつなぐポイント
これからのトレーサビリティ

モノ・コト・ヒトを連携させることでトレーサビリティ自体の価値を向上

データの際
システム間
連携

データの際
システム間
連携

データの際

部門間
情報共有

言葉の際
部門間
情報共有

言葉の際

企業間
情報共有

これまでの
トレーサビリティ

組織の際

企業間
情報共有

組織の際

図2｜ 製造業の三つの「際」をつなぐポイント
トレーサビリティを実現するにあたって考慮すべき「言葉の際」，「データの際」，「組織の際」と，際をつなぐためのポイントと
なる三つの視点の関係を示す。
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（2）データの「際」
製造業においては，一般的に，必要に応じてボトムアッ
プでシステム化が進められ，部門ごとに設計思想の異な
る管理システムが導入・構築されていることが多く，部
門を横断してシステムを結合することは容易ではない。
トレーサビリティの実現にあたっては複数のシステムを
密に結合するのではなく，関連するデータに着目し，そ
れぞれのデータを理解できる形でつなぐことが望まし
い。例えば，部品番号の特定の桁に意味を持たせたフラ
グを定義している場合，対象システムの中では標準的に
理解されるが，他のシステムと連携する場合はデータ変
換が必要になる。これに対し，現場から収集するデータ
には普遍的なキーを持たせて意味づけを明確化すること
で，蓄積されたデータが意味を持って関連づけできるよ
うになる。今後，トレーサビリティ情報はグローバルに
収集され活用される動きが加速する。そのためにも，デー
タの意味づけをグローバルで標準化することも検討する
必要がある。
（3）組織の「際」
一般的に，モノづくりに対するポリシーや情報管理の
考え方は企業間や部門間で異なる場合が多く，組織をま
たがるトレーサビリティの実現にあたってはステークホ
ルダーのめざすべき方向性がそろっていないとスムーズ
な連携は困難である。特に企業間の情報のやり取りには，
社内調整とは異なる難しさを伴う。トレーサビリティは
製品を通じて顧客との信頼関係を築くものである，と
いった顧客ファーストの視点における目的やその重要
性，活用のメリットなどを組織全体，また企業間で合意
して進めることがポイントになる。
以上，（1）～（3）の三つの「際」をシームレスにつ
なぐ環境をいかに実現するかが，トレーサビリティシス
テム実現のポイントである。

3. トレーサビリティ実現の三つの視点

三つの際をシームレスにつなぐためには，素材から完
成品に形作られるまで，「モノ」がどのように変化したの
かを捉え，どのような出来事（コト）によりそれらの変
化が起こったのか，そのコトはどのようなスキルの作業
者（ヒト）が行ったのか，という「モノ」，「コト」，「ヒ
ト」の三つの視点に基づき，整合性の取れたデータでつ
なぐことがポイントと考える。データをつなぐ「モノ」，
「コト」，「ヒト」のトレーサビリティとその関係を図2の

下部に示す。
（1）モノのトレーサビリティ
モノのトレーサビリティは，製品を構成する部品の素
性を，製品にひも付けて管理するトレーサビリティであ
る。素材，部品，半製品，オプション部品などの固有ID
（Identifi cation）とその素性情報を最終製品にひも付けて
つないでいく。モノのトレーサビリティを確立すること
で，製造過程で不良が発生した場合に構成部品とその不
良の関係を調査し，影響範囲を特定することが可能とな
る。トレーサビリティの管理の単位としては，個々の部
品にIDを付与する場合や保管・物流の最小単位（複数の
部品をまとめたロット単位）にIDを付与する場合がある。
（2）コトのトレーサビリティ
コトのトレーサビリティは，製品がどのような設備や
環境で作られたのか，また作業の結果として何が記録さ
れたのかといった，製品に起きた「コト（出来事）」を関
連づけるトレーサビリティである。これには，製造ライ
ンや製造設備の条件，現場の気温や湿度などの環境情報，
検査結果などさまざまな要素が含まれる。モノの変化に
コトをひも付けることで，モノの品質に対する製造プロ
セスの影響が明らかにり，プロセス視点での品質作り込
みへフィードバックすることができる。
（3）ヒトのトレーサビリティ
ヒトのトレーサビリティは，モノづくりの主体である
作業者の動作の成熟度，作業動線など，コトを発生させ
るヒトの特性に関する情報を関連づけるトレーサビリ
ティである。製品の品質に対して作業者が誇りを持てる
ようにするため，また，個人の技能と品質の因果関係を
見えるようにすることで作業者の技能やモチベーション
向上を図るためにも，ヒトの情報収集は必要と考える。
これまでは，素材や部品の素性を製品とひも付ける「モ
ノ」のトレーサビリティが主体であった。これからは，
モノとモノをつなぐ活動としての「コト」と，その主体
である「ヒト」の動作に関する情報をひも付けた新たな
トレーサビリティにより，顧客に安心を提供するだけで
はなく，顧客との信頼も育むことができる。

4. トレーサビリティシステム活用イメージ

自動車業界を例としたトレーサビリティ情報の収集，
蓄積，活用の場面を図3に示す。本章では，自動車の製
造ラインにおけるデータの収集，蓄積，活用の各場面の
ポイントについて述べる。
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4.1

データ収集

データ収集にあたっては，モノ・コト・ヒトのトレー
サビリティのベースとなる4M1E（Human，Machine，
Material，Method，Environment）情報を中心に，利活
用の場面を意識したデータを取得することが重要であ
る。製造現場ではデータ収集が作業者の負担にならな
いよう，RFID（Radio Frequency Identifi cation）やIC
（Integrated Circuit）タグ，画像認識などによる読み取り
技術を活用してデータを自動収集する工夫が求められ
る。またスムーズなデータの利活用を考え，設備固有の
情報や製造ラインのみで通用するコードについては，全
社で標準化したシンプルなデータ構造を持つコードに変
換して収集する必要がある。データ収集の段階で車両と
部品の関連を直接ひも付ける場合のほか，工程における
車両通過時刻と部品の使用時間帯を突き合わせ，タイム
ベースで車両とそこに搭載された部品をひも付ける方式

もデータ収集の簡略化に有効である。

4.2

データ蓄積

収集したデータの蓄積にあたっては，4M1E情報や組
立実績情報などが格納された個別DB（Database）の情
報を基に，ユーザーの目的に沿ってデータのひも付けを
行い，車歴情報としてライフサイクルDBに格納する。モ
ノを特定する管理番号は，素材ロット番号と部品製造番
号，エンジン刻印番号と車両の製造番号（VIN：Vehicle 
Identifi cation Number）などの工程ごとに異なるが，こ
れらの管理番号のひも付けができるような蓄積方法およ
び管理ルールが重要となる。サプライヤが保持している
素材ロット番号と部品製造番号の関係など構成部品情報
についても，最終的に車両の製造番号にひも付けられる
ように考慮する。
また，今後WP（World Forum for Harmonization of 

匠の技能伝承 ブランド価値向上 最新アプリの自動更新 乗り心地の自動最適化データ活用

データ蓄積

データ収集
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車体組み立て 検査 市場

従業員の
スキル・やる気アップ

モノづくりの
信頼性向上

車の最適状態
の維持・管理

車両不具合・
クレーム

部品
不具合

作業
不具合

品質の
作り込み

リコール車両
の特定
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データ結合イメージ

市場のトレーサビリティモノ・コト・ヒトのトレーサビリティ

製品のライフサイクルトレーサビリティ

構成部品
トレーサビリティ

納品

プレスライン
構成部品
情報

読み取り
装置

塗装ライン
組立ライン

部品棚設計
情報

読み取り
装置

VIN
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検査結果

ユーザー

ディーラー

ソフトウェア
アップデート（WP29）
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組付部品情報試作ライン

影響範囲の
極小化

部品利用実績4M1E情報検品
結果

・部品交換実績
・ソフトウェア情報
・保守実績データ
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検査DB組立実績DB

ライフサイクルDB

設計情報DB4M1E DB納品検査DB
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トレースバック
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Material

素材
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環境
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部品
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M
M M

M
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E E

半製品
Material

製品
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機械
Machine

VIN
通過
実績

サプライヤ・
取引先 完成車メーカー 特約店・ディーラー・

ユーザー

図3｜自動車製造業におけるトレーサビリティ情報の収集と蓄積，活用のイメージ
サプライヤから構成部品情報，工場から設計や製造情報，ディーラーから顧客の利用情報を集約し，ライフサイクルDBを構
築する。トレースフォワード，およびトレースバックにより，工場だけではなくエンドユーザーにもさまざまな価値を提供する。

注：略語説明
VIN（Vehicle Identifi cation Number），DB（Database），WP（World Forum for Harmonization of Vehicle Regulations Working Party）
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Vehicle Regulations Working Party）29※）により策定さ
れる規制に見られるように，車載コンピュータのソフト
ウェア更新履歴についても完成車メーカーで管理するこ
とが求められる傾向にあり，これらのアフターマーケッ
ト情報をディーラー経由で取得し，車歴情報としてライ
フサイクルDBに蓄積する必要がある。
日立では，このようなトレーサビリティ情報の取得パ
ターンやデータフローをルールとして定義したガイドラ
インを策定し，プロジェクトに関わる部門で広く共有す
ることで，バリューチェーンを一貫するトレーサビリ
ティのスムーズな実現を推進している。

4.3

データ活用

蓄積されたトレーサビリティデータの活用形態には，
トレースフォワードとトレースバックという二つの考え
方があるが，日立は，今後，自工程の製造結果が後続工
程に及ぼす影響をトレースするトレースフォワードが重
要になると考える。
トレースフォワードでは，品質の作り込みにより従業
員のモチベーションアップ，および技能の向上をねらう
とともに，車両の製造過程が明確になり，モノとしての
品質証明，ひいてはモノづくりの信頼性を高め，ブラン
ド価値を向上させることができる。また，車両の電子化
に伴い車載ソフトウェアの更新・管理が自動化され，リ
モート環境においても常にソフトウェアを最適状態にす
ることが可能となっている。これらの技術を活用してド
ライバーの操作特性に合わせたソフトウェアの自動カス
タマイズを行い，個々のドライバーに最適な乗り心地を
提供することができる。
トレースバックでは，問題が発生したVINから製造ラ
インや製造日，構成部品情報，設備環境情報などを抽出
し，不良要因の究明を短期間で行うことができる。
また，トレース情報から得られた品質課題は設計部門
にフィードバックすることで，新たに設計を行う車両の
品質の作り込みにも貢献できる。

5. おわりに

今後は，スマートフォンなどの電子デバイスや自動車
のように，ユーザーの使い方に合わせて製品が進化し，

ハードウェアやソフトウェアのアップデートが繰り返さ
れる製品が一般化する。これらの製品では，自動カスタ
マイズにより，「あなたのために作られた製品」という価
値をユーザーに提供することで，企業とユーザーの関係
がより密接なものになる。
加えて，製品とともに変化し続けるさまざまな情報を
取り込むことで，製品のライフサイクル全体を俯瞰する
総合トレーサビリティが新たな価値を創出する。これら
のトレーサビリティ情報を保持するIoT（Internet of 
Things）プラットフォームを整備することで，モノづく
り企業はグローバル市場でより強固な競争力を得ること
になるものと考える。
ニューノーマル時代においても，モノづくりの本質は
変わらない。日立は，自動車をはじめとするモノづくり
の現場で培った総合トレーサビリティのノウハウを生か
し，製造業だけではなく，流通や消費のフィールドとも
連携しながら，新たな価値創出に向けた取り組みを進め
ていく。
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グローバルオートモーティブシステム第二部 所属
現在，自動車産業向けのデジタルソリューション導入に従事
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※） 自動車基準調和世界フォーラム。自動運転など自動車業界全体に関わる統
一的な技術基準の選定活動などを行っている。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /PageByPage
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends false
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams true
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments false
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage false
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /HiraKakuStd-W1
    /HiraKakuStd-W2
    /HiraKakuStd-W3
    /HiraKakuStd-W4
    /HiraKakuStd-W5
    /HiraKakuStd-W6
    /HiraKakuStd-W7
    /HiraKakuStd-W9
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 144
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 144
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.33000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<


    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>



    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 6.0 e versioni successive.)
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>


    /SKY <>

    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


